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胸部食道憩室手術報告例中，最大の大きさをもつも
のに属する。 
10. 最近見られた小児の胃十二指腸潰蕩について
関幸雄
最近本邦においても報告例の増加はあるがなお成
人に比して稀な疾患とされている小児の胃十二指腸
潰擦について，今年度当中山外科にて経験せる 3例
の症例報告と共に，過去 17年聞に当外科にて扱え
る本症 14例と，本邦報告例中外科的治療を受けた
症例の統計的観察を行った。
年令的に見ると新生児，乳児l乙比較的多く， 12才
から 15才の思春期に最も多く見られる。
主訴は新生児，乳児では出血，穿孔が主で年長に
成るに従い狭窄症状が多くなる。また全べての例に
頑固反復せる胃症状を有している。
施行された外科的処置は，新生児，乳児では潰蕩
部の切除，縫合が主で，年長児lζ成るに従い胃切除
術が多くなり，術後の転帰を見ると新生児，乳児に
ては極めて不良でありほとんど死亡しているに反し
て胃切除術を受けた年長児では予後は良好で完全治
癒を見た例が多くなる。 
11. 新基質 Bromphenol Blue di-phosphateに
ついて
藤村真示
酸性フォスファターゼの新基質 BPBdi-phosp・ 
hateが最近，本学医化学教室において， Brom 
phenol Blue (即ち BPB)の2個の燐酸エステJレ
として合成されたが，その主化学的性質および応用
に関し検討を加えた。本基質は pH5以下では殆ど
安定で，酵素により水解されて生じた BPBは弱酸
性で直ちに青色を呈し， 蛋白質l乙能く吸着青染す
る。故lζ次の応用がある。 
10血液，精液中の酸フォスファターゼ測定の基質
として使用出来る。すなわち精液を精製し酵素液と
した実験では，反応初期において分解量は時聞に比
例し，青色としてそのまま直ちに比色測定出来る。 
pnitrophenol phosphate及び phospharylet-幽 
hanol amineと比較し，ほぼ同様に水解される。 
20法医学上布片に附着せる精液を検出し得る。 
30 i慮紙電気泳動を行った試料(血液，精液等)中
の酸フォスファターゼを櫨紙上に検出，青染する。 
40組織切片(ここではマウスの腎牌〉中の酸フォ
スファターゼを短時間K検出青染する。 
12. Dimethyl amino ethanol及びその類似薬
の海馬発作闇値に及ぼす影響について
大学院2年貞永嘉久
大脳辺縁系および大脳皮質の関連の一端を探る試
みとして精神運動発作焦点、のーっとされる海馬を電
気刺激し側頭葉を含めて大脳皮質上てんかん様糠波
出現をみる電位闘値に二・三の麻酔剤トランキライ
ザー抗抑うつ剤の静脈注射投与の及ぼす影響につい
て急性実験を試みた。 体重2.3乃至2.5kgの兎を
クラーレ不動化人工呼吸施行。頭蓋骨下前頭， 頭
頂側頭，後頭皮質脳波を真鎌ねじ植込み後誘導， 
Sawyerの地図に従い海馬氏定位固定台にて双極電
極を刺入，個体差はあるが2乃至4Volt 100 c. p. s. 
1msecの闘値の変化をみた。抗抑うつ剤， dimethyl 
amino ethanolでは変化なくそれの Parachloro-
phenoxy acetic acidとのエステノレである ANP 
235は関値の下降を Imipramineでも闘値の下降を
みる。 Chlorpromazineでは閥値の上昇のみられる
もの変化のないものと結果不明であり，投与後約 10
分前後の間関値の下降をみてる， Levomepromazi-
ne (Hirnamine)及び Thiopentalsodium (Ra-
vonal)では闘値の上昇がある。 
13. 線維素溶解酵素に関する研究 2.
(諸種疾患におけるプラスミンの変動について)
大学院2年雨宮浩
法医学教室木村 康
プラスミン値は，手術や疾患等の種々ストレスに
より，極めて鋭敏に変動するものであるが，これが
臨床的にいかなる意義を有するかを追究した。 
① 測定方法は，第一報にて報告したフイプリン
試験管法lとより行い，全例につき，早朝空腹時に採
血し，測定を行った。 
② 正常プラスミン値の範囲は，正常健康人男女
各 13名について測定した結果， 0"，，2ミリの間であ
った。 
③ 患者は，最近2ヶ月聞に当第二外科およびそ
の他に入院した術前未処置の 102名で疾患別にみる
と，胃の非腫蕩性疾患に 68.7%，胃以外の非腫蕩性
疾患に 20%， 胃腫蕩性疾患に 48%， 胃以外の腫湯
性疾患に 57.7%のプラスミン値尤進を認めた。
